
 
                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和６年 ５月１３日（月） 

調布市立第六中学校 

http://www.chofu-schools.jp/chofu6/ 

 

まなびの森で創る 未来につながる授業 

                                              校 長  佐伯 あつ子 

 

六中は、生徒も教職員も、希望のもてる学校でありたいと考えています。 

トマス・アクィナス（13世紀の神学者）は、「希望」を「未来に起こる善いことであり、実現困難だが

実現可能なもの」と言いました。昨今いわれる「予測困難な時代」に希望はあるでしょうか。 

日々生徒と接している私たち教師にとって、これからの時代を生きていく生徒たちの未来は、希望に

あふれるものであってほしいと切に願うのです。 

そもそも未来はいつだって予測できないものです。だからこそ「未来」という言葉は、ドキドキとワクワ

クが詰まった言葉だとも感じます。「予測困難な時代」を、ドキドキはするけど、仲間と共にワクワクしな

がら立ち向かえる生徒になってほしいと思うと同時に、私たち教師はそんな生徒を育てる責任をしっか

りと感じて、日々研鑽に励まなければなりません。 

学校は、生徒一人一人が安心して自己の可能性を伸ばし、未来に活きる力を身に付けられる、豊か

な学びの場でありたいと考えます。その思いが、「まなびの森」構想の原点です。 

 

六中は今年度から 2年間、調布市研究推進校として、授業改善を中心に校内研修を進めていきま

す。昨年度から準備を進めてきた研究テーマが、「まなびの森で創る 未来につながる授業」です。 

「まなびの森」とは、六中全体を指します。様々な生物が共生する「森」という言葉に、「多様性」のイ

メージを重ねました。つまり、多様性が尊重される空間（六中）で、様々な学びのしかけや学びの在り方

が存在することが「まなびの森」です。 

基盤には、人権尊重の精神（人権教育・道徳教育の充実）とインクルーシブ教育があります。そして

そこに次の３つの要素が重なり合って、「まなびの森」になります。 

一つ目は、ICTや教室以外の空間も活かした授業づくり 

二つ目は、多様性を重視した UD化や言語環境を含む環境づくり 

三つ目は、温かな学級を基盤とした学び合う関係性づくり 

 

六中も今年５０周年を迎え、あちらこちらに傷みも出てきましたが、学校の予算には限界があります。

そんな中で、どこまで創造的な空間を創れるか、誰もが尊重される環境が創れるか、生徒の未来につ

ながる魅力ある授業を創れるか…まなびの森は、ゴールのない探究です。 

そして、保護者・地域の皆様とも協働的な学びが実現できたら、さらに 

ステキな森になります。 

１階の集会室（MORI）はそのシンボル的な場所です。生徒が、教職員 

が、保護者・地域の方が、様々な学びのアイデアを出し合って、ぜひ一緒に 

豊かな森を創り上げていきましょう。 

 

 

ひゃくじつこう 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １日（水） 小中連携教育の日（調和小） 

 ２日（木） 教育実習（始） 

１０日（金） 尿検査（一次） 

１３日（月） 生徒総会 尿検（追） 

１４日（火） ３年内科検診       実習生の皆さん 

１５日（水） 体育大会予行 

１８日（土） 体育大会（雨天：２１日 or２２日） 

２０日（月） 振替休業日 

２３日（木） 避難訓練 

２４日（金） 全校朝礼 教育実習（終） 

２８日（火） 尿検二次（追２９日） 

３０日（木） グリーンハロープロジェクト 

 

 

調布市防災教育の日（4/27） 

今年度は、命の授業、防災講話、引取訓練の

他に、３年生が避難所開設訓 

練を見学し、市の職員さん等に 

避難所体験や防災グッズの使 

い方を教えていただきました。 
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４月９日（火）の入学式に１２２名の新入生を迎えてから、 

生徒主催による新入生説明会、部活動説明会など、様々な活 

動やイベントがありました。生徒会本部が中心となって、生徒 

たちが趣向を凝らし、温かい雰囲気で今年度が始まりました。 

現在は体育大会（５月１８日）に向けて、みんな頑張っています！ 

１年生１２２名を迎え 

令和６年度が順調に 

スタートしています！ 

 

 

校庭の桜の木の倒木が心配されるため、伐採が必要で 

した。しかし桜には特別な思いをもつ人もいます。そこで、 

都市森林株式会社の湧口善之さんから、「なぜ街の木は 

伐る必要があるのか」お話を聞かせていただきました。そし 

て伐採には 2年生が立ち会い、枝払いなどの作業を一緒 

に行いました。幹には大きな穴が開いていて使えませんが、 

大きな枝は５０周年の記念品にして大切に使います。 

 

 

５ 月 の 予 定 

 

生徒会主催「グリーンハロープロジェクト」 

今年度１回目を４月２５日に 

行いました。３０名を超える生徒 

が参加し、学校周辺を道行く人 

に挨拶をしながら清掃しました。 

昨年同様、地域の方も参加してくださいました。 

新しい文化部の活動がスタートしました！ 

  日本の伝統文化を学べる部活動として発足し

た「競技かるた部」と「囲碁部」。競技かるた部は

シンガーソングライターのせりかなさん、囲碁部は

調布市囲碁連盟の皆さん、プロ棋士の洪清泉先

生、荒川仁先生からご指導をいただいています。

保護者のご協力もあり、メキメキ上達しています！ 

生 徒 の 活 躍 の 様 子 

緑を守るための桜の伐採 


